
・相談内容の幅が広く自身の経験とすることができる

ことに加え、他の相談支援事業所との情報共有・交換

を行う場となっていて、刺激を受けスキルアップを図

る機会となっている。 

・民間事業所と一緒に動くことで、行政の立場とは違

う視点で物事を捉えることの重要性を学べたこと。 

・様々な相談に携わることができ、わからなかった制

度や仕組みを学ぶことができました。 

・市役所や他の相談機関の方たちと一緒に仕事をする

ことを通して、自分の事業所で仕事をするだけではわ

かりえなかったことを学ぶことができました。また、

連携が強くなったように感じました。 

・所属が異なる事業所の方々と一緒に業務にあたるこ

とで、それぞれの専門性を理解するとともに多角的な

視点で物事を捉えることができ視野が広がりました。 

また、悩み事の共有ができ信頼関係がより深まったと

感じています。 

 

 

 

・いつも助けていただいてありがとうございます。 

自身もスキルアップをしていけるよう頑張りますの

で、これからもよろしくお願いします。 

・事業、ケース対応など一緒に動くことが以前よりも

増え、さらに円滑な連携をとることができ、やりやす

さを感じており、行政側としてはありがたいです。 

・皆さんと一緒に仕事ができて、とても心強いです。

頼りにしています。まだまだ至らないところばかりで

すが、出来るところは伸ばし、出来ないところは努力

をしたいと思いますので、これからもよろしくお願い

いたします。 

・一緒に業務にあたることで、普段はなかなかできな

い話や気軽に相談ができ、とても心強く感じています。 

・仕事以外の情報交換もできるのも楽しみになってい

ます(笑) これからもよろしくお願いします。 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三島市では、令和 3 年 4 月より『基幹相談支援センタ―』が、官民共同運営となりました。 

基幹相談支援センターの運営に携わっている関係機関の皆さまに、この一年を振り返って貴重なご意見を

いただきました。 

発行元：公益財団法人復康会 社会復帰事業部 
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地域とあなたと私を結ぶ定期便 

令和 4年 4月１日 発行 

・今後も、連携を図りながら基幹相談支援センターの一員として

業務を行っていければと思いますので、よろしくお願いします。 

・令和 4 年度は、地域生活支援拠点等事業も運用開始となり、他

にも取り組むべきことが多くなりそうですが、メンバーの皆さん

と一緒に協力して取り組んでいきたいです。今年度もよろしくお

願いします。 

・コロナの感染拡大がまだ落ち着かないところですが、これから

も元気でセンターの仕事に取り組みたいです。 

・新規企画の取組も計画されている中、つながりを大事に取り組

んでいきたいと思います。 

 相談支援専門員(事業所)が増えていきますように…!! 

 

 

 

コメントにご協力いただいた 

関係機関の皆さま、 

ありがとうございました。 

令和 4 年度も『つながり』を大切に、 

新たな企画にも積極的に 

取り組んでいきたいと思いますので、 

よろしくお願い致します！ 

（サポートセンターひまり） 

52 

マスコットキャラクター

『ふくまる』 

 

令和 4 年度に向けて！ 

基幹相談支援センターに参加することで、自分に

とってプラスになったことは何ですか？ 
基幹の他メンバーにむけてメッセージ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

3月 13日（日）町内の側溝清掃に参加しました。担当

班 4 人で側溝の落ち葉やドブをスコップですくいます

が、水の中の砂は重く大変苦労します。作業時間は 30

分程度ですが、普段使わない筋肉を動かすせいか終了

後は軽い筋肉痛となります。コロナ禍で運動不足とは

いえ、体力の低下を感じました。    （ 水野 恵 ） 

かのん 

フレッシュベーカリーゆめワークでは、市内の子供園

などの給食やおやつ用にパンを卸させて頂いています。 

この度、伊豆の国市立長岡保育園様、中伊豆放課後児

童クラブ様からパンの御礼にと、園児が描いた絵などを

戴きました。日頃、パン作業に従事するメンバーやスタ

ッフにとってこれ以上の喜びはありません。 

これからも、皆様が笑顔になるような美味しいパンを 

お届けできるよう頑張ります！      （ 青木 大輔 ） 

 

 

 

 

（ 武井 紗知 ） 

コーポ狩野 

 まごころでは 3 月 11 日(金)に防災訓練を行いました。

実際に地震が起きた時を想定して、＊机の下への避難＊避

難場所の確認＊非常食や非常用水の確認の他、防災クイズ

を行い災害時の行動などの確認もしました。 

東日本大震災から 11 年が経ち、徐々に防災の意識が薄

まっていくなかで、改めてもしもの時慌てず落ち着いて行

動できるように今回の防災訓練で確認することができま

した。                （ 上柳 光 ） 

 

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟまごころ 

かのんでは作業の一環として、沼津中央病院の清

掃作業を請け負っています。その中には病院前の花

壇や植木鉢の管理も含まれており、毎日利用者さん

達が心をこめて、水やりや草取りをしています。 

先日までは水仙が見頃で、今はパンジーが綺麗で

す。今後もたくさんの花がきれいに咲くよう、手入

れを頑張っていきたいです。  （ 本田 幸江 ） 

ゆめワーク 

虹が出ることも

ありますよ！ 

中腰での作業は 

キツイです💦 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほっと 
3月 1日開催の令和 3年度精神障害者地域移行定着推進研修に参加しまし

た。静岡県ではまだまだ地域移行支援の利用者が少ない状況ですが、事例を

通して流れが理解でき、それを同じ地域で働く病院職員と共有することがで

きました。研修後、ある病院から「すべての入院している人に地域移行やサ

ービスを利用したら退院できるといった可能性を検討する仕組みを作りた

いから協力して欲しい」と話がありました。研修の効果は凄いと改めて実感

し、今後も研鑽を積んでいきたいと思いました。（ 新田 怜小 ） 

いとう 

三島市の自立支援協議会（通称『アーチ』）では、年間通し

ての活動報告を年度末にネットワークミーティングという

形で行っています。今年はコロナ禍であることから、各々

の活動についての報告を動画で作成し、Youtube で皆さん

に知ってもらう形とし、3月 24日から配信されます。ひま

りも課題分析委員や拠点事業で関わってきました。今後も

継続して活動に参加し、三島市の福祉に貢献していきたい

と思います。              （ 畠山 玲奈 ） 

 

 

 

 

 

（ 氏名 ） 

ひまり 

3 月 19 日(土)グループホームはまゆう寮では防災訓練

を行いました。今回は津波を想定し避難場所の中瀬市

民運動場までの避難経路と所要時間の確認と、避難所

での感染対策の基礎知識について学びました。避難場

所までは速足で 3 分から 3 分半かかり、急な坂道を上

がるのは大変でしたが、大地震に備え今後も訓練して

いきたいと思います。             （ 川口 美紀 ） 

美紀） 

 

 

（ 氏名 ） 

なかせ 

以前記事にした B型事業所の他、就労の障害福祉サービスとして A型事業所

があります。雇用契約を結ぶため、基本的には週 5 日 4～5 時間労働が求め

られ、休まず通えることがまず利用の前提です。利用開始時には暫定支給決

定期間が設けられ、実際に働きながら利用者、事業所双方が継続利用につい

て再確認することができます。利用期間の制限はありませんが、働きやすさ

や環境の変化への不安などから、就職への踏み出しづらさもあるように思い

ます。最低賃金が保証されることは、利用者さんにとっては大きなメリット

と思いますが、“お金を稼ぐこと”の意味や大変さについて、相談員にとっ

ても考えさせられることが多いです。いろいろな選択肢を考えながら、その

人の“働く”を応援していきたいと思います。              （ 石田 由貴 ） 
写真提供：アイグループ様 



社会復帰事業部施設ＭＡＰ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東日本大震災から 11年。10年の節目を過ぎてやや記憶が薄れてきた矢先、3月 16日の東北地方最

大震度 6 強の地震は忘れかけていた防災意識を呼び覚ましました。折しもグループホーム、まごこ

ろでは防災訓練が行われ、私たちもいつ何時地震が起きても対処できるよう準備しなくてはと改め

て思いました。                             ふくむすび編集部 

 


